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2011/07/11

更
新

『
将
門
記
』
を
採
録
し
た
『
今
昔
物
語
集
』

『
今
昔
物
語
集
』
卷
第
二
十
五
・
本
朝
付
世
俗
平
将
門
、
發
謀
反
被
誅
語
第
一
〔
大
系
四

頁
〕
に
、

362

今
昔
、
朱
雀
院
ノ
御
時

ニ

、
東
国

ニ

平
将
門

ト

云
兵
有

ケ
リ

。
此

レ
ハ

栢
原

ノ

天
皇

ノ

御
孫

ニ

高
望
親
王

ト

申
ケ
ル

人
ノ

子
ニ

鎮
守
府

ノ

将
軍
良
持
ト
云

ケ
ル

人
ノ

子
也
。
将
門
、
常
陸
・
下
総

ノ

国
ニ

住
シ
テ

、
弓
箭

ヲ

以
テ

身
ノ

荘
ト
シ
テ

、
多

ノ

猛
キ

兵

カ
ザ
リ

ヲ

集
テ

伴
ト
シ
テ

、
合
戰
ヲ
以
業

ト
ス

。

ト
モ

モ
テ

初
ハ

、
将
門

ガ

父
、
良
持

ガ

弟
ニ

下
総
介
良
兼

ト

云
者
有

リ

。
将
門

ガ

父
失

テ

後
、
其

ノ

伯
父
良
兼

ト

聊
ニ

不
吉
事
有

テ

中

悪
ク

成
ヌ

。
亦
、
父
故
良
持

ガ

田
畠

ノ

諍
ニ

依
テ

、
遂

ニ

合
戰

ニ

及
ト

云
ヘ
ド
モ

、
良
兼
専

ニ

道
心
有

テ

仏
法

ヲ

崇
ニ

依
テ

、
強

ニ

合

戰
ヲ

不
好
。

其
後
、
将
門
、
常

ニ

事
ニ

觸
テ

、
親

キ

類
伴

ト

隙
无

ク

合
戰

シ
ケ
リ

。
或

ハ

多
人

ノ

家
ヲ

焼
キ

失
ヒ

、
或

ハ

数
人

ノ

命
ヲ

諂
ス

。

ヒ
マ

コ
ロ

如
此
悪
行

ヲ
ノ
ミ

業
ト
シ
ケ
レ
バ

、
其

ノ

近

隣
ノ

国
々

ノ

多
ノ

民
、
田

畠

作

事
モ

忘
レ

、
公
事

ヲ

勤
ル

隙
モ

无
シ

。
然

レ
バ

国

キ
ン
リ
ン

オ
ホ
ク

デ
ン
パ
ク
ツ
ク
ル

ク

ジ

ツ
ト
ム

ヒ
マ

々
ノ

民
、
此

ヲ

歎

悲
テ

、
国
解

ヲ

以
テ

公

ニ

此
由

ヲ

申

上
タ
ル
ニ

、

公

聞

食
シ

驚
カ
セ

給
テ

、
速

ニ

将
門

ヲ

召
シ

可
被
問

ナ
ゲ
キ
カ
ナ
シ
ミ

コ
ク
ゲ

オ
ホ
ヤ
ケ

コ
ノ

マ
ウ
シ
ア
ゲ

オ
ホ
ヤ
ケ
キ
コ
シ
メ

ト
ハ
ル
ベ
キ

由
ヲ

宣
旨

ヲ

被

下
ヌ

。
将
門
召

ニ

依
テ

即
チ

京
ニ

上
テ

、
己

ガ

不
過
由

ヲ

陳
申

ケ
ル

時
ニ

、
度
々
定

メ

有
ケ
ル
ニ

、
将
門
過
无

カ
リ
ケ
リ

ク
ダ
サ
レ

ト

聞
食

テ

、
数
日
有
テ
被
免

ニ
ケ
レ
バ

、
本
国

ニ

返
リ

下
ヌ

。

其
後
、
亦
、
程

ヲ

不
経

シ
テ

合
戰

ヲ

宗
ト
シ
テ

、
伯
父
良
兼
、
将
門
并

ニ

源
ノ

護
・
扶
等

ト

合
戰

フ

事
隙
无

シ

。
亦
、
平
貞

盛
ハ

前
ニ

父
国
香

ヲ

将
門

ニ

被
罸

ニ
ケ
レ
バ

、
其
家

ノ

怨
ヲ

報
ゼ
ム
ト
テ

、
貞
盛
、
京

ニ

有
テ

公
ニ

仕
テ

、
左
馬
允

ニ
テ

有
ケ
レ
ド
モ

、
奉
公

ク
ニ
カ

ノ

労
ヲ
モ

弃
テ

、
急

ギ

下
テ

有
ケ
ル
ニ

、
将
門

ガ

威
勢

ニ

可
合

ク
モ

非
ザ
レ
バ

、
本
意

ヲ

否
不
遂

デ

隠
レ
テ

国
ニ

有
ケ
リ

。
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此
樣

ニ

忩

合
戰

フ

程
ニ

、
武

蔵

権

守
興
世

ノ

王
ト

云
者
有

リ

。
此

レ
ハ

将
門

ガ

一
ツ

心
ノ

者
也
。
正

キ

国
ノ

司
ニ

不
成

シ
バ
シ
バ

ム
サ
シ
ノ
ゴ
ン
ノ
カ
ミ
オ
キ
ヨ

イ
フ

マ
サ
シ

ツ
カ
サ

ナ
ラ
ズ

シ
テ

、
押

テ

入
部

ス

。
其
国

ノ

郡
司
有

テ

例
无

キ

由
ヲ

云
ヘ
ド
モ

、
興
世
王
不
承
引

デ

、
郡
司

ニ

誡
ム

。
然

バ

郡
司
隠

レ
ヌ

。
而

ル

オ
シ

ニ
フ
ブ

ウ

ケ

ヒ

カ

間
、
其
国

ノ

介
源
経
基

ト

云
者

ノ

有
テ

、
此

ノ

事
ヲ

見
テ

蜜
ニ

京
ニ

馳
上

テ

公
ニ

奏
テ

云
ク

、
「
将
門

ハ

既
ニ

武
蔵
権
守
興
世
王

ト

共
ニ
シ
テ

謀
反

ヲ

成
サ
ム

。
」

ト

。
公
聞
食

シ

驚
カ
セ

給
テ

、
実
否

ヲ

被
尋

ル
ニ

、
将
門
無
実

ノ

由
ヲ

申
テ

、
常
陸
・
下
総
・
下
野

・
武
蔵
・
上
総
五
箇
国

ノ

證
判

ノ

国
解

ヲ

取
テ

上
グ

。
公

ケ

此
ヲ

聞
食

シ

直
ニ
シ
テ

、
将
門
返

テ

御
感
有

ケ
リ

。

其
後
亦
常
陸
国

ニ

藤
原
玄
明

ト

云
者
有

リ

。
其
国

ノ

守
藤
原
維
幾
也
、
玄
明
、
對
捏

ヲ

官
ト
シ
テ

、
官
物

ヲ

国
司

ニ

不
弁

ズ

。
国
司

嗔
ヲ

成
テ

責
ム
ト

云
ヘ
ド
モ

、
敢

テ

不
叶

ハ

。
而

ル
ニ

、
玄
明
、
将
門

ニ

随
テ

、
将
門

ト

力
ヲ

合
セ
テ

、
国
司

ヲ

舘
追

ヒ

去

イ
カ
リ

ケ
リ

。
即
国
司
隠

レ

失
ヌ

。

而
間
、
興
世
王
、
将
門

ニ

議
テ

云
ク

、
「
一
国

ヲ

打
取

ル
ト

云
ト
モ

、
其

ノ

過
ガ

不
過
。
然

レ
バ

同
ク

坂

東
ヲ

押

領
シ
テ

、

ハ
カ
リ

イ
ハ

ウ
チ

イ
フ

ト

ス
ギ
ジ

バ
ン
ド
ウ

ア
フ
リ
ヤ
ウ

其
氣
色

ヲ

見
給

ヘ

」
ト

。
将
門

欝

云
、
「
我

ガ

思
フ

所
只
此
也
。
東
八
ケ
国

ヨ
リ

始
メ
テ

王
城

ヲ

領
セ
ム
ト

思
フ

。

苟
ク
モ

ソ
ノ
ケ
シ
キ

コ
タ
ヘ
テ

ト
ウ

ミ
ヤ
コ

リ
ヤ
ウ

イ
ヤ
シ

将
門
栢
原
天
皇

ノ

五
世

ノ

末

孫
也
。
先

ヅ

諸
国

ノ

印

鎰
ヲ

奪
ヒ

取
テ

、
受

領
ヲ

京
ニ

追

上
ム

」
ト

議
シ

畢
テ

、
多

ノ

軍

バ
ツ
ソ
ン

イ
ン
ヤ
ク
「

バ

ト
リ

ジ
ユ
リ
ヤ
ウ

オ
ヒ
ノ
ボ
セ

ヲ
ハ
リ

ヲ

率
シ
テ

、
下
野
国

ニ

渡
ル

。
既

ニ

国
廳

ニ

着
テ

、
其

ノ

儀
式

ヲ

張
ル

。

其
時

ニ

国
ノ

司
藤
原
弘
雅
・
前
司
大
中
臣

ノ

宗
行
等
、
舘

ニ

有
テ

、
兼

テ

国
ヲ

奪
ム
ト
ス
ル

氣
色
見

テ

、
先

ヅ

将
門

ヲ

拝
シ
テ

、

即
チ

印
鎰

ヲ

捧
テ
地

ニ

跪
テ

授
テ

、
迯

ヌ

。
其

ヨ
リ

上
野
国

ニ

遷
ル

。

即
介
藤
原
尚
範

ガ

印
鎰

ヲ

奪
テ

、
使

ヲ

付
テ

京
ニ

追
ヒ

上
ツ

。
其
後
、
将
門
、
府

ヲ

領
シ
テ

廳
ニ

入
ル

、
陳

ヲ

固
メ
テ

諸
国
ノ
除
目

ヲ

行
フ

。
其

ノ

時
一

ノ

人
有

テ

、

縦

テ

「
八
幡
大
菩
薩
ノ
御
使
也
」

ト

冒
テ

云
ク

、
「
朕

ガ

位
ヲ

蔭
子
平
将
門

ニ

授
ク
。

タ
チ
ハ
シ
リ

ハ
ツ
マ
ン
ダ
イ
ボ
サ
ツ

ツ
ゲ

速
ニ

音
樂

ヲ

以
テ

此
ヲ

迎
ヘ

可
奉
」

ト

。
将
門
此

ヲ

聞
テ

再
拜

ス

。
况

ヤ

若
干

ノ

軍
皆
喜

ビ

合
ヘ
リ

。
爰

ニ

将
門
自
ラ
表

ヲ

製
シ
テ

、

新
皇

ト

云
。
即

チ

公
家

ニ

此
由

ヲ

奏
ス

。

其
時

ニ

新
皇
弟

ニ

将
平
ト
云
者
有

リ

、
新
皇

ニ

云
ク

、「
帝

皇
ノ

位
ニ

至
ル

事
ハ

、
此

レ

天
ノ

与
ル

所
也
。
此

ノ

事
吉

ク

思
惟

テ
イ
ワ
ウ

ア
タ
フ

シ
ユ
イ

シ

可

給
シ

」
ト

。
新
皇

ノ

云
ク

、
「
我

レ

弓
箭

ノ

道
ニ

足
レ
リ

。
今

ノ

世
ニ
ハ

討

勝
ヲ

以
テ

君
ト
ス

。
何

ゾ

憚
ラ
ム
ヤ

」
ト

云
テ

、
敢
テ

タ
マ
フ
ベ

ウ
チ
カ
テ
ル
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不
承
引

デ

、
即

チ

諸
国

ノ

受
領

ヲ

成
ス

。
下
野
守

ニ

弟
将
頼
、
上
野
守

ニ

多
治

ノ

常
明
、
常
陸

ノ

介
ニ

藤
原
玄
茂
、
上
総
介

ニ

興
世
王
、
安
房
守

ニ

文
屋

ノ

好
立
、
相
模
介

ニ

平
将
文
、
伊
豆
守

ニ

平
将
武
、
下
総
守

ニ

平
将
為
等
也
。

亦
王
城

ヲ

下
総

ノ

国
ノ

南
ノ

亭
ニ

可
建

キ

議
ヲ

成
ス

。
亦
礒
津

ノ

橋
ヲ

京
ノ

山
崎

ノ

橋
ト
シ

、
相
馬

ノ

郡
ノ

大
井

ノ

津
ヲ

京
ノ

大
津

ト

ス

。
亦
左
右

ノ

大
臣
・
納
言
・
参
議
・
百
官
・
六
弁
・
八
史
皆
定

ム

。
内
印
・
外
印
可
鑄

キ

寸
法
輛
・
正
文
定

メ
ツ

。

但
シ

暦
ノ

博
士

力

不
及

ル
カ

。

而
ル
ニ

諸
国

ノ

司
等
、
此

ノ

事
ヲ

漏
リ

聞
テ

、

忩
テ

京
ニ

皆
上

ヌ

。
新
皇

ハ

武
蔵
・
相
模
等

ノ

国
ニ

至
マ
デ

廻
リ

行
テ

、
皆
印

イ
ソ
ギ

鎰
ヲ

領
シ
テ

、
公
事

ヲ

可
勒

キ

由
ヲ

留
守

ノ

国
司
等
仰

ス

。
亦
我
天
位

ヲ

可
領

キ

由
ヲ

大
政
官

ニ

奏
シ

上
グ

。
其
時

ニ

公
ヨ
リ

始
メ

奉

テ

、
諸
人
皆
驚

キ

、
宮

ノ

内
皆
騒

グ

事
无
限

リ

。
公

ケ

、
「
今

ハ

仏
力

ヲ

仰
ギ

、
神
明

ノ

助
ヲ

可
蒙
」

ト

思
食

シ
テ

、
山
々
寺
々

ヤ
マ

テ
ラ

ニ

顕
蜜

ニ

付
テ

、
多

ノ

御
祈
有

リ

。
亦

社

々
ニ

申
サ
セ

給
フ

事
、
正

ニ

愚
ナ
ラ
ム
ヤ

。

ツ
キ

ヤ
シ
ロ

マ
サ

オ
ロ
カ

而
ル

間
、
新
皇
、
相
模
国

ヨ
リ

下
総
国

ニ

返
テ

、
未
ダ
馬

ノ

蹄
ヲ

不
休

ル

、
遺

ル

所
ノ

敵
等

ヲ

罸
失

ナ
ハ
ム
ガ

為
ニ

、
多

ノ

兵
ヲ

具

シ
テ

、
常
陸
国
ニ
向

フ

時
ニ

、
有

ル

藤
原

ノ

氏
ノ

者
共
、
堺

ニ
シ
テ

、
微
妙

ノ

大
饗

ヲ

儲
テ
新
皇

ニ

奉
ル

。
新
皇

ノ

云
、
「
藤
原

ノ

氏
ノ

輩
・
平
貞
盛
等
有

ラ
ム

所
ヲ

教
ヨ

」
ト

。

荅
テ

云
ク

、
「
彼
等

ガ

身
、
聞

ク

如
ク
ハ

、
浮

タ
ル

雲
ノ

如
シ
テ

、
居

タ
ル

所
ヲ

不
定
」

ト

。

而
ル

間
、
貞
盛
・
護
・
扶
等

ガ

妻
ヲ

抅

得
ツ

。
新
皇
此

ヲ

聞
テ

、
女

ノ

耻
ヲ

可

隠
由

ヲ

云
ド
モ

、
此
由

ヲ

不
聞

ル

前
ニ

、
兵

ト
ラ
エ

エ

カ
ク
ス
ベ
キ

コ
ノ

キ
カ
ザ

サ
キ

ツ
ハ
モ
ノ

等
ノ

為
ニ

被

犯
タ
リ

。

然
ド
モ

新
皇
、
此

ノ

女
等

ヲ

免
シ
テ

、
皆
返

シ

遣

シ
ツ

。
新
皇
、
其

ノ

所
ニ
シ
テ

日
来

ヲ

経
ト

云
ヘ
ド
モ

、

ヲ
カ
サ
レ

シ
カ
レ

ユ
ル

ツ
カ
ハ
シ

ヒ
ゴ
ロ

敵
ノ

有
所

ヲ

不
聞

カ

。
然

レ
バ

諸
国

ノ

兵
等
皆
返

シ
ツ

。
遺
所
僅

ニ

千
人

ニ

不
足

ラ

。

爰
ニ

貞
盛
并

ニ

押
領
使
藤
原
秀
郷
等
此

レ
ヲ

傳
ヘ

聞
テ

彼
等
、
「
公
家

ノ

耻
ヲ

助
ケ
ム
ト

思
フ

、
身
命
ヲ
弃
テ
合
戰
ト
思

フ

」

ト

相
語

テ

、
秀
郷
等
多

ノ

兵
ヲ

具
シ
テ

行
向

ニ

、
新
皇
大

キ
ニ

驚
テ

兵
引
具

シ
テ

向
フ

。
既

ニ

秀
郷
ガ
陣

ニ

打
合
フ
。
秀
郷
計
賢

ク

テ

新
皇

ノ

兵
ヲ

討
靡

ス

。
貞
盛
・
秀
郷
等
跡

ニ

付
テ

追
程

ニ

追
着

ヌ

。
新
皇
、
相
向

テ

合
戰

フ
ト

云
ド
モ

兵
ノ

員
遙

ニ

劣
ニ

依
テ

、

カ
ズ

迯
テ

敵
等

ヲ

謀
リ

寄
ム
ト

思
テ

、
幸
嶋

ノ

北
ニ

隠
居

タ
ル

間
ニ

、
貞
盛
、
新
皇

ノ

屋
ヨ
リ

始
メ
テ

、
其

ノ

従
類
共

ノ

家
等
一
々

ニ

焼
キ

掃
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ヒ
ツ

。然
テ

新
皇
、
常

ニ

具
タ
ル

所
ノ

兵
八
千
余
人
未

ダ

不
集

ル

間
、
僅

ニ

兵
四
百
余
人
有

テ

、
幸
嶋

ノ

北
山

ニ
シ
テ

、
陣

ヲ

張
テ
相

待
ツ

。
貞
盛
・
秀
郷
等
追

ヒ

行
テ

合
戰

フ

間
、
初

ハ

新
皇
順
風

ヲ

得
テ

貞
盛
・
秀
郷
等

ガ

兵
被
討
返

ル
ト

云
ヘ
ド
モ

、
後

ニ
ハ

貞

盛
・
秀
郷
等
還
テ
順
風

ヲ

得
タ
リ

。
身
命

ヲ

不
惜

マ

合
戰

フ

。
新
皇
、
駿
馬

ヲ

疾
テ

自
ラ

合
戰

フ

時
ニ

、
現

ニ

天
罸
有

テ

、
馬

モ

不
走
手

モ

不
思

ヘ
シ
テ

、
遂

ニ

箭
ニ

當
テ
野

ノ

中
ニ
シ
テ

死
ヌ

。
貞
盛
・
秀
郷
等
喜

ビ

乍
ラ

、
猛

キ

兵
ヲ

以
テ

其
ノ

頚
ヲ

切
ツ

。
即
チ

下
野
国

ヨ
リ

解
文

ヲ

副
テ

其
頚

ヲ

上
ス

。
新
皇
、
名

ヲ

失
ヒ

命
ヲ

滅
ス

事
、
彼

ノ

興
世
王
等

ガ

謀
ノ

致
ス

所
也
。

朝
庭

ニ
ハ

此
ノ

事
ヲ

感
ジ

喜
テ

、
将
門

ガ

兄
弟
并

ニ

伴
類
等

ヲ

可
追
捕

キ

官
府

ヲ

、
東
海
・
東
山

ノ

国
々

ニ

被
下

ル

。
亦
「
此

ノ

伴
類

ヲ

諂
セ
ラ
ム

者
ニ
ハ

、
賞

ヲ

可
給

シ

」
ト

。
大
将
軍
参
議
兼
修
理
大
夫
右
衛
門
督
藤
原
忠
文

ヲ

着
テ

、
将
軍

ノ

刑
部
大

コ
ロ

輔
藤
原
忠
舒
等

ヲ

副
テ

八
ケ
国

ニ

遣
ス

間
、
将
門

ガ

兄
将
俊
并

ニ

玄
茂
等
相
模
国

ニ
シ
テ

被
諂

ヌ

。
興
世
王

ハ

上
総
国

ニ
シ
テ

被

諂
ヌ

、
坂
上
遂
高
・
藤
原

ノ

玄
明
等
常
陸
国

ニ
シ
テ

被
斬

ヌ

。
亦
謀
叛

ノ

輩
ヲ

尋
テ

討
ツ

間
ニ

、
将
門

ガ

弟
七
八
人
、
或
ハ
髪

剃
テ

深
キ

山
ニ

入
リ

、
或

ハ

妻
子

ヲ

弃
テ

山
野

ニ

迷
フ

。

而
間
、
経
基
・
貞
盛
・
秀
郷
等

ニ

賞
ヲ

給
フ

、
経
基

ヲ
バ

従
五
位
下

ニ

叙
ス

、
秀
郷

ヲ

従
四
位
下

ニ

叙
ス

、
貞
盛

ヲ
バ

従
五

位
上

ニ

叙
。

其
後
、
将
門
、
或
人

ノ

夢
ニ

告
テ

云
ク

、
「
我

レ

生
タ
リ
シ

時
一
善

ヲ

不
修

メ

、
悪

ヲ

造
リ
テ

、
此
業

ニ

依
テ

獨
リ

苦
ヲ

受
ク
ル

事

難
堪

シ

」
ト

告
ケ
リ
ト
ナ
ム

語
リ

傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ

。

と
語
ら
れ
て
い
る
「
平
将
門
」
行
状
は
、
こ
の
事
件
が
勃
発
し
た
承
平
五
（
九
三
五
）
年
か
ら
一
五
〇
年
後
の

（
一
〇
二
一
）
年
頃
に
初
め
て
和
漢
混
淆
文
で
纏
め
ら
れ
た
資
料
で
あ
る
。
原
書
『
将
門
記
』
は
、
漢
式
和
文

の
四
六
駢
儷
体
を
と
り
、
こ
の
内
容
を
現
代
の
私
た
ち
が
即
座
に
読
む
の
は
容
易
で
な
い
。
現
在
、
名
古
屋
真

福
寺
大
須
観
音
に
所
蔵
せ
ら
れ
る
一
本
が
古
体
を
遺
し
て
い
る
最
善
本
で
あ
る
。
こ
の
書
が
江
戸
時
代
に
文
庫
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を
離
れ
世
に
出
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
の
模
写
本
資
料
が
塙
保
己
一
の
手
で
註
釈
さ
れ
、
『
群
書
類
従
』
の
合

戦
部
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
よ
り
古
い
写
し
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
に
明
の
楊
守
敬
が
探
書
し
た

も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
真
福
寺
本
（
＝
大
須
本
）
が
底
本
と
し
て
研
究
資
料
の
中
核
を
担
っ
て

き
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
真
福
寺
本
は
、
冒
頭
部
分
と
最
終
部
分
が
欠
落
し
て
し
ま
っ
て
い
る
点

が
惜
し
ま
れ
る
の
だ
が
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
編
者
が
目
に
止
め
た
資
料
に
は
ま
だ
こ
の
部
分
が
見
え
て
い
た

こ
と
が
幸
い
し
て
い
て
、
こ
の
説
話
記
述
部
分
か
ら
原
文
の
流
れ
を
大
凡
で
は
あ
る
が
、
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
貴
重
な
内
容
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

だ
が
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
編
者
と
『
将
門
記
』
の
制
作
者
と
の
平
将
門
に
対
す
る
記
述
す
る
立
場
は
大
い

に
異
な
る
。
そ
れ
は
朝
廷
に
弓
引
い
た
反
逆
謀
反
の
罪
悪
人
と
す
る
故
と
、
将
門
近
侍
の
記
録
者
の
立
場
で
は

書
き
記
す
立
場
で
は
誰
が
見
て
も
一
目
瞭
然
の
差
が
見
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
事
件
の
顛
末
の
行
方
を
知
ろ

う
と
す
る
と
き
、
私
た
ち
は
こ
の
一
五
〇
年
を
隔
て
た
両
書
を
丹
念
に
比
較
し
、
眺
め
て
み
た
く
な
る
の
も
当

然
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
将
門
を
「
新
皇
」
と
呼
称
す
る
所
以
に
つ
い
て
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
意
識
が
働

い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
…
…
と
。
現
代
作
家
大
岡
昇
平
は
、
将
門
を
関
東
圏
の
英
雄
譚
と
し
て
、
そ
の
著
『
将

門
記
』
〔
中
公
文
庫
刊
〕
を
も
っ
て
今
に
蘇
ら
せ
て
い
る
。
こ
れ
も
時
間
が
許
す
の
で
あ
れ
ば
是
が
非
で
も
読

む
こ
と
を
お
奨
め
す
る
。
平
安
時
代
の
東
国
武
士
団
が
そ
の
領
地
を
廻
っ
て
一
所
懸
命
に
生
き
続
け
た
息
吹
の

源
に
近
づ
き
一
層
歴
史
の
奥
底
に
た
ど
り
着
き
や
す
く
な
る
に
違
い
な
い
か
ら
だ
。

こ
こ
で
特
に
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
少
し
く
記
載
し
て
お
く
と
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
編

者
は
、
将
門
の
尊
父
を
「
良
持
」
と
記
述
す
る
が
、
系
図
に
「
良
持
」
両
人
居
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
っ
て
、

こ
れ
は
将
門
兄
弟
ら
の
名
前
か
ら
し
て
「
良
将
」
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
次
に
伯
父
良
兼
を
「

専

ニ
道
心
有
テ

モ
ハ
ラ

ア
リ

仏
法
ヲ

崇

ニ
依
テ
、

強

ニ
合
戰
ヲ
不

好
」
と
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
将
門
と
言
え
ば
、

ア
ガ
ム
ル

ヨ
リ

ア
ナ
ガ
チ

コ
ノ
マ
ズ
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「
常
ニ
事
ニ
觸
テ
、
親
キ
類

伴
ト
隙
无
ク
合
戰
シ
ケ
リ
。
或
ハ

多

人
ノ
家
ヲ
焼
キ
失
ヒ
、

或

ハ

数

人

ル
イ
バ
ン

ヒ
マ

オ
ホ
ク
ノ

ア
ル
イ

ア
マ
タ
ノ

ノ
命
ヲ
諂
ス
」
と
悪
行
の
極
め
つ
け
か
の
人
物
像
に
仕
立
て
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
武
士
で
あ
る
者
弓
箭
馬

コ
ロ

上
に
あ
る
は
常
の
業
態
で
あ
る
か
ら
し
て
凛
々
し
さ
を
以
て
表
現
す
る
件
り
で
あ
る
ま
い
か
。
だ
が
、
そ
う
と

は
し
な
い
の
で
あ
る
。
ま
し
て
、
『
将
門
記
』
の
記
述
す
る
合
戦
内
容
で
あ
る
「
野
本
に
要
撃
」
「
川
曲
村
合

戦
」
「
下
野
合
戦
」
「
子
飼
の
渡
合
戦
」
「
葦
津
江
の
悲
劇
」
「
石
井
営
の
急
襲
」
は
す
べ
て
が
将
門
を
賞
嘆
す

る
ば
か
り
な
の
で
一
切
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
触
れ
な
い
で
、
と
い
う
態
度
を
と
り
続
け
る
。

将
門
は
、
源
護
に
よ
る
「
国
解
」
の
な
か
で
誹
謗
さ
れ
、
京
に
査
問
さ
れ
る
。
こ
の
要
因
も
「
其
ノ
近

隣

こ
く
げ

キ
ン
リ
ン

ノ
国
々
ノ

多

ノ
民
、
田

畠

作

事
モ
忘
レ
、
公
事

ヲ

勤
ル

隙
モ

无
シ

。
然
レ
バ
国
々
ノ
民
、
此
ヲ
歎

悲
テ
、

オ
ホ
ク

デ
ン
パ
ク
ツ
ク
ル

ク

ジ

ツ
ト
ム

ヒ
マ

ナ
ゲ
キ
カ
ナ
シ
ミ

国
解
ヲ
以
テ

公

ニ
此
由

ヲ

申

上
タ
ル

」
と
変
容
す
る
。
そ
の
誹
謗
文
書
内
容
は
、
こ
の
文
面
内
容
そ
の
も
の

コ
ク
ゲ

オ
ホ
ヤ
ケ

コ
ノ

マ
ウ
シ
ア
ゲ

だ
っ
た
と
見
て
も
良
か
ろ
う
。
実
際
「
将
門
上
申
書
」
を
引
用
す
る
の
だ
が
、
肝
心
な
箇
所
は
省
か
れ
て
い
る

こ
と
に
氣
づ
か
さ
れ
る
。
「
常
陸
領
侵
入
」
後
の
武
蔵
権
守
興
世

ノ

王
と
の
対
話
表
現
「
一
国

ヲ

打
取

ル
ト

云
ト
モ

、

ウ
チ

イ
フ

其
ノ

過
ガ

不
過
。
然

レ
バ

同
ク

坂

東
ヲ

押

領
シ
テ

、
其
氣
色

ヲ

見
給

ヘ

」
と
い
う
呼
び
か
け
に
、
将
門
が
「
我

ガ

思
フ

所

ト

ス
ギ
ジ

バ
ン
ド
ウ

ア
フ
リ
ヤ
ウ

ソ
ノ
ケ
シ
キ

只
此
也
。
東
八
ケ
国

ヨ
リ

始
メ
テ

王
城

ヲ

領
セ
ム
ト

思
フ

。

苟
ク
モ

将
門
栢
原
天
皇

ノ

五
世

ノ

末

孫
也
」
と
謀
反
の
企
て

ト
ウ

ミ
ヤ
コ

リ
ヤ
ウ

イ
ヤ
シ

バ
ツ
ソ
ン

た
る
会
話
表
現
を
載
せ
、
こ
れ
に
繋
げ
て
「
先

ヅ

諸
国

ノ

印

鎰
ヲ

奪
ヒ

取
テ

、
受

領
ヲ

京
ニ

追

上
ム

」
と
当
に
悪

イ
ン
ヤ
ク
「

バ

ト
リ

ジ
ユ
リ
ヤ
ウ

オ
ヒ
ノ
ボ
セ

事
の
企
み
を
助
長
さ
せ
、
東
国
管
理
政
治
の
除
目
で
あ
る
人
材
抜
擢
に
つ
い
て
は
人
物
名
と
そ
の
役
職
を
詳
細

ヂ
モ
ク

に
す
る
。
こ
の
時
点
か
ら
将
門
を
「
新

皇
」
と
記
載
す
る
。
こ
の
「
新

皇
」
の
呼
称
が
い
っ
た
い
ど
の
程

シ
ン
ク
ワ
ウ

シ
ン
ク
ワ
ウ

度
の
脅
威
を
感
じ
さ
せ
た
か
で
あ
る
。
こ
の
後
、
こ
う
呼
称
す
る
人
物
を
見
出
せ
な
い
。
記
録
類
か
ら
推
し
量

っ
て
も
こ
の
異
常
事
態
を
緊
迫
す
る
に
余
り
あ
る
呼
称
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
弟
将
平
の
進

言
「
帝

皇
ノ

位
ニ

至
ル

事
ハ

、
此

レ

天
ノ

与
ル

所
也
。
此

ノ

事
吉

ク

思
惟

シ

可

給
シ

」
が
実
に
物
語
っ
て
い
よ
う
。

テ
イ
ワ
ウ

ア
タ
フ

シ
ユ
イ

タ
マ
フ
ベ

こ
の
常
陸
猛
進
撃
に
よ
る
敵
方
の
貞
盛
・
扶
の
妻
に
加
え
て
源
護
の
妻
の
捕
縛
が
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
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他
書
に
見
え
な
い
部
分
で
あ
る
。
こ
の
記
述
は
将
門
が
我
が
妻
子
を
殺
戮
さ
れ
た
事
実
か
ら
し
て
そ
の
取
り
扱

い
を
含
め
重
要
な
場
面
で
は
あ
る
ま
い
か
。
各
々
が
検
証
さ
れ
た
い
。

「
王
城
」
の
構
築
に
つ
い
て
諸
本
間
で
異
な
る
の
が
、
「
亦
王
城

ヲ

下
総

ノ

国
ノ

南
ノ

亭
ニ

可
建

キ

議
ヲ

成
ス

。
亦
礒

み
や
こ

テ
イ

津
ノ

橋
ヲ

京
ノ

山
崎

ノ

橋
ト
シ

、
相
馬

ノ

郡
ノ

大
井

ノ

津
ヲ
京

ノ

大
津

ト
ス

」
の
「
礒
津

ノ

橋
」
で
あ
る
。
こ
こ
を
真
福
寺
本

は
、
「
責
津
」
と
す
る
。
本
書
と
同
じ
表
記
語
が
見
え
る
の
は
楊
守
敬
本
で
あ
っ
て
共
通
す
る
。
だ
が
、
此
の

橋
名
は
現
在
の
所
不
詳
で
そ
の
読
み
も
定
か
で
な
い
。

最
後
に
、
末
文
を
ど
う
結
ぶ
の
か
と
い
う
と
、
或
る
人
の
夢
に
告
げ
て
云
う
に
は
、
「
我

レ

生
タ
リ
シ

時
一
善

ヲ

不
修

メ

、
悪

ヲ

造
リ
テ

、
此
業

ニ

依
テ

獨
リ

苦
ヲ

受
ク
ル

事
難
堪

シ

」
と
し
、
因
果
応
報
譚
を
時
の
人
々
に
説
き
聞
か
せ
る

形
態
を
こ
こ
に
示
し
て
い
る
。
夢
に
現
じ
た
将
門
は
最
後
に
頸
を
刎
ね
ら
れ
都
大
路
の
河
原
に
晒
さ
れ
た
と
い

う
が
、
こ
の
頸
を
何
者
か
が
私
か
に
関
東
の
領
地
に
持
ち
帰
り
丁
重
に
こ
の
将
門
の
頸
を
弔
っ
た
と
い
う
事
実

譚
（
将
門
の
首
塚
）
と
は
遠
く
及
ば
ず
か
け
離
れ
て
い

る
異
界
域
の
世
界
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
都

人
は
東
国
の
辺
境
に
ま
で
そ
の
報
い
の
目
を
絶
や
す
こ

と
な
く
指
し
示
す
に
及
ば
な
い
、
天
の
み
ぞ
知
る
世
界

と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
現
代
人
の
私
た
ち
は
当
に
知
る

地
に
生
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
後
に
示
さ
れ
た
藤

原
純
友
と
大
い
に
異
な
る
歴
史
の
流
れ
だ
と
も
云
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

実
際
、
関
東
圏
に
あ
っ
て
は
平
将
門
は
そ
の
後
も
国

家
統
治
の
英
雄
と
し
て
祀
ら
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

- 8 -

そ
の
首
塚
は
現
代
に
あ
っ
て
も
長
ら
え
、
将
門
の
御
霊
を
祀
る
神
田
明
神
の
祭
は
絶
え
る
こ
と
な
く
今
も
存
続

し
て
き
た
か
ら
だ
。

《
系
図
》
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関
東
圏
の
国
名
図

中
公
文
庫
表
紙

次
に
、
こ
の
資
料
を
日
本
言
語
学
の
立
場
で
検
証
し
て
見
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
、
こ
の
『
今

昔
物
語
集
』
の
こ
の
将
門
譚
全
文
を
エ
ク
セ
ル
を
用
い
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
そ
の
言
語
語
彙
レ
ベ
ル
に
順

っ
て
解
析
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
和
語
・
漢
語
・
混
種
語
の
三
種
が
所
載
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
す
べ
て
の

漢
字
表
記
語
に
よ
み
が
な
を
施
し
、
こ
の
文
章
を
精
確
に
読
み
下
す
こ
と
が
ま
ず
要
求
さ
れ
て
く
る
。
こ
の
実

験
は
こ
れ
ま
で
も
数
多
く
の
説
話
譚
を
利
用
し
て
試
み
て
き
た
が
、
そ
の
特
徴
全
体
を
完
全
に
掌
握
で
き
て
い

る
か
と
申
せ
ば
、
ま
だ
ま
だ
論
議
し
明
ら
か
に
し
て
い
く
べ
き
語
彙
表
現
の
箇
所
は
少
な
く
は
な
い
の
が
偽
ら

- 10 -

ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
文
献
資
料
に
つ
い
て
は
、
先
学
研
究
と
し
て
岩
波
「
日
本
古
典
大
系
本
」
編
者
山

田
忠
雄
・
山
田
俊
雄
・
山
田
英
雄
ら
の
解
読
研
究
が
群
を
抜
い
て
存
在
し
、
こ
れ
に
馬
淵
和
夫
の
小
学
館
「
日

本
古
典
文
学
全
集
（
本
朝
部
）
」
が
続
き
、
阪
倉
篤
義
の
「
新
潮
日
本
古
典
集
成
（
本
朝
部
）
」
、
長
野
甞
一
の

「
朝
日
古
典
全
書
」
、
国
東
文
麿
／
全
訳
注
「
講
談
社
学
術
文
庫
」
と
こ
の
内
容
読
み
を
下
す
作
業
は
一
通
り

終
え
た
か
の
よ
う
に
も
思
い
が
ち
で
あ
る
ま
い
か
。
実
際
、
岩
波
書
店
は
校
訂
者
を
小
峯
和
明
に
換
え
て
「
新

日
本
古
典
大
系
・
四
」
を
世
に
送
り
出
し
、
同
じ
く
小
峯
和
明
編
總
索
引
を
別
に
付
加
し
た
。
こ
れ
以
前
に
は

馬
淵
和
夫
研
究
グ
ル
ー
プ
編
纂
に
な
る
『
今
昔
物
語
集
文
節
索
引
』
（
笠
間
索
引
叢
刊
）
が
刊
行
さ
れ
、
文
法

・
文
体
・
表
記
・
語
彙
な
ど
の
資
料
研
究
に
は
数
段
便
利
に
は
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
研
究

に
従
事
し
、
実
際
カ
ー
ド
作
業
し
た
若
い
研
究
者
た
ち
に
は
大
い
な
る
実
り
の
時
間
だ
っ
た
が
、
こ
の
結
果
だ

け
を
引
き
出
し
解
読
す
る
こ
れ
か
ら
の
研
究
者
に
と
っ
て
何
の
記
憶
で
も
あ
り
え
ず
、
何
が
得
ら
れ
る
の
か
も

見
失
い
が
ち
な
茫
洋
と
し
た
感
じ
だ
け
が
つ
き
ま
と
う
に
過
ぎ
ま
い
。
幾
つ
か
の
特
質
な
る
語
表
現
に
は
触
れ

合
え
た
だ
け
で
は
心
許
な
い
。
そ
の
意
味
で
こ
の
箇
所
か
ら
デ
ー
タ
共
有
化
す
る
こ
と
で
学
び
取
る
緒
と
な
れ

ば
良
い
と
考
え
る
。
別
に
作
成
途
中
の
デ
ー
タ
を
公
開
す
る
の
で
、
こ
の
デ
ー
タ
を
更
に
よ
り
良
い
も
の
と
し

て
普
及
し
て
い
く
う
え
で
協
力
を
各
自
に
要
請
し
た
い
。
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【
閑
話
休
題
コ
ラ
ム
】

相
馬
の
馬
追

『

相

家

故

事

秘

要

集

』

に

、
「

将

門

、

関

八

州

を

領

し

て

よ

り

、

下
総
国
葛
飾
郡
小
金
ヶ
原
に
馬
を
放
ち
、
年
々
春
夏
秋
二
度
も
三
度
も
、
八
カ
国

し
も
う
さ
の
く
に
か
つ
し
か
ぐ
ん
こ
が
ね
が
は
ら

の
兵
を
集
め
、
甲
冑
を
帯
し
、
大
群
を
学
び
、
野
馬
を
敵
と
な
し
て
、
軍
法
備
え
の

そ
な

次
第
、
駆

引
の
自
由
、
馬
上
の
達
者
、
機
変
自
在
の
動
き
を
試
む
」
と
見
え
る
。

か
け
ひ
き

き
へ
ん
じ
ざ
い

『
奥
相
秘
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
天
慶
三
年
（
九
四
〇
）
将
門
没
後
、
長
男
は
早
世
し
、

三
男
以
下
は
戦
死
し
、
次
男
将

国
一
人
が
死
を
免
れ
て
民
家
に
か
く
れ
、
そ
の
子

ま
さ
く
に

文
国
は
旧
臣
浮
島
太
夫
木
幡
右
近
国
豊
に
隠
ま
わ
れ
、
常
陸
国
信
田
郡
浮
島
に
住
み
、

ひ
た
ち
の
く
に
し
だ

信
田
小
太
郎
と
称
し
た
。
文

国
の
子
頼

望
に
い
た
り
推
さ
れ
て
信
田
の
郡
主
と
な

ふ
み
く
に

よ
り
も
ち

り
、
漸
く
地
方
に
重
き
を
な
す
よ
う
に
な
っ
た
、
と
あ
る
。

将
門
没
後
、
数
代
の
間
は
野
馬
追
も
出
来
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
相
馬
氏
の

一
族
の
岡
田
氏
が
葛
飾
に
住
ん
で
、
わ
ず
か
に
野
馬
追
を
続
け
て
い
た
と
伝
え
る
。

頼
望
よ
り
六
代
目
の
重

国
の
代
に
な
っ
て
千
葉
介
常

兼
（
千
葉
城
に
居
住
）
よ

し
げ
く
に

つ
ね
か
ね

り
所
領
を
分
け
与
え
ら
れ
、
下
総
国
相
馬
郡
守
谷
に
移
り
、
信
田
の
名
を
改
め
、
相

馬
を
名
の
り
相
馬
家
を
再
興
し
た
。

重
国
か
ら
胤

国
、
師

国
と
続
い
た
が
、
師
国
に
子
が
な
か
っ
た
の
で
、
養
子
と

た
ね
く
に

も
ろ
く
に

し
て
迎
え
た
の
が
、
本
家
筋
の
千
葉
常
胤
の
次
子
、
師

常
で
あ
り
、
こ
こ
に
師
常
は
将
門
の
正
統
を
継
い
だ

も
ろ
つ
ね

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
師
常
の
頃
か
ら
、
晴
れ
て
先
例
の
よ
う
に
小
金
ヶ
原
で
毎
年
五
月
中
の
申
の
日
に
野

な
か

さ
る

馬
追
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
の
が
一
般
の
伝
承
で
あ
る
。
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小
金
ヶ
原
で
行
わ
れ
た
と
い
う
将
門
の
こ
ろ
の
野
馬
追
の
様
子
は
知
る
由
も
な
い
が
、
平
素
多
く
の
野
馬

よ
し

を
放
牧
し
、
こ
の
馬
群
を
多
く
の
将
兵
が
騎
馬
で
追

い
出
し
、
一
定
の
場
所
に
追
い
込
み
、
野
馬
を
生
捕

い
け
ど

る
こ
と
に
よ
っ
て
敵
兵
を
捕
虜
に
し
た
形
を
と
っ
た
、

い
わ
ゆ
る
野
馬
追
の
行
事
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
。

今
に
残
る
小
金
ヶ
原
は
、
ほ
ん
の
名
ば
か
り
で
、

守
谷
（
茨
城
県
守
谷
市
）
の
西
南
方
約
２
０
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
辺
り
に
あ
る
と
い
う
。

あ
た

将
門
の
正
統
を
継
い
だ
師

常
は
、
鎌
倉
四
天
王
の

も
ろ
つ
ね

一
人
と
し
て
武
名
を
は
せ
、
奥
州
行
方
を
拝
領
し
た

の
で
、
彼
を
奥
州
相
馬
の
祖
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

http://w
w

w
6.ocn.ne.jp/~nom

aoi/kigen.htm

相
馬
野
馬
追
執
行
委
員
会
（
南
相
馬
市
観
光
交
流
課
内
）
参
照
。


